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「まごの店」は三重県の高校、食物調理課の研修施設で営業しているレストラン。調理クラブ

員の生徒が作る、基本にこだわった和食が美味しいと評判です。そこの料理レシピがフルカ

ラーで丁寧に紹介されています。おもてなしの心が伝わって、思わず行ってみたくなりますよ。

「いのち」を取りまく出来事に、１４歳の万里の、セナの、勇馬の気持ちは揺れうごきます。

ショックで、どうしたらいいか分からなくて、もどかしい…それぞれの思いをたどる物語です。

考えさせられるテーマですが、ラストは爽やかです。

【料理】 『おいしい和食のキホン 高校生レストランまごの店』

村林 新吾、相可高校調理クラブ／著 （岩波書店）

こんにちは。磐田市立図書館です。

この「リブネット」は、中学生・高校生のみなさん向けの図書館だよりです。

今までは福田地区を中心に配布していましたが、今号からはもっとたくさんの方々に

見てもらえるようになりました！よろしくお願いします。

まずは、図書館に新しく入った本のご紹介です。

【小説】 『いのちのパレード』 八束 澄子／著 （講談社）

【考え方】 『世界を平和にするためのささやかな提案』 黒柳 徹子 ほか／著 （河出書房新社）

【職業】 『ケーキ屋さん・カフェで働く人たち』 籏智 優子／著 （ぺりかん社）

【生き物】 『奥本昆虫記』 奥本 大三郎／著 （教育評論社）

【服飾】 『デコ&ペイントでオリジナルのスニーカー』 （ブティック社）

【絵本】 『リンドバーグ 空飛ぶネズミの大冒険』 トーベン・クールマン／作 （ブロンズ新社）

【詩】 『ライラックの枝のクロウタドリ』 ジェイムズ・リーヴズ／著 （こぐま社）

【小説】 『「悩み部」の結成と、その結末。』 麻希 一樹／著 （学研教育出版）

【小説】 『うたうとは小さないのちひろいあげ』 村上 しいこ／著 （講談社）

【小説】 『リフカの旅』 カレン・ヘス／作 （理論社）

【小説】 『まだなにかある』上・下 パトリック・ネス／著 （辰巳出版）

【小説】 『マザーランドの月』 サリー・ガードナー／著 （小学館）

【文学】 『リンドグレーンと少女サラ』 A・リンドグレーン、S・シュワルト／著 （岩波書店）

【エッセイ】 『大きらいなやつがいる君のためのリベンジマニュアル』 豊島 ミホ／著 （岩波書店）

【エッセイ】 『おとなになるってどんなこと?』 吉本 ばなな／著 （筑摩書房）
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一言にファンタジーといっても様々な本があります。ファンタジー（fantasy）の直訳は超自然的、

幻想的、空想的な事象のこと。つまり、現実ではありえないことが起こる世界の物語です。映画にも

ありますよね。大人になればなるほどこの世界を楽しむ方法を忘れてしまう、と言われています。今

のうちに想像力を磨いて世界を広げましょう。それには読むのが一番です！

『 クラバート 』

プロイスラー／作 （偕成社）

中村 浩三／訳

不思議な夢に導かれ、コーゼル湿地の

水車場にたどりついた少年、クラバート。そ

こで待っていたのは、製粉の仕事と、怪しげ

な親方からの魔法の講義。一年、二年、三

年と過ごすうち、親方の真意を知ったクラ

バートは、ある決意を固めていく…。

７歳の少年トーリーは、冬休みをひい

おばあさんのもとで過ごすことになり、グ

リーン・ノウと呼ばれる屋敷を訪れる。こ

の屋敷では、数百年前ここに住んでいた

子供たちの気配が、今でも感じられるの

だった。どんな事でも信じられる純粋な

心を持つトーリーと、彼らとの交流が始ま

る。

『 しゃばけ 』 畠中 恵／著 (新潮社)

江戸の大店の若だんな・一太郎は、身

体が弱く外出もままならない。そんな彼

の周りはなぜか、人の姿に変えた犬神な

どの妖怪だらけ。

ある日、不可解な殺人が連続して起こ

り、若だんなは家族同様の妖怪達と解

決に乗り出すことに！愉快で不思議な

江戸・推理物語。

『 鬼の橋 』 (福音館)

伊藤 遊／作

太田 大八／絵 平安時代、少年の篁(たかむら)は

亡くなった妹を追って死後の入口をさ

まよう。あの世へ続く橋で鬼に捕まる

が、あやういところを助けられる。とこ

ろが鬼はこの世に迷い込み、一人の

少女と出会う。少女との交流が鬼の

心を変えていくのだった。

不思議な伝説をもつ実在の人物・

小野篁(おののたかむら)を中心とした、

心温まる歴史ファンタジー。

『 不完全な魔法使い 』上・下巻

マーガレット・マーヒー／著

山田 順子／訳 (東京創元社)

「王」と「英雄」が並び立つ王国

ボート。片田舎に住むヘリオットは、

幼いころから見知らぬ男の子が出

てくる不思議な夢を繰り返しみてい

た。12歳になったとき、ヘリオットの

眠っていた分身が目を覚まし、彼

を王都へと導いてゆく。そこでの出

会いが王国とヘリオットの運命を変

えることになる。

♪ お知らせ ♪
ホームページから資料検索や予約ができます。

予約や利用状況の確認をする時のパスワードは、生年月日（西暦 ）の８桁の数字です。
（例 ： 2001年4月1日⇒20010401） 【スマートフォン版】

ＱＲコード

からもご覧いた
だけます。

双子の弟がバーンズ屋敷の庭で亡く

なって以来、照美は両親の愛情に恵まれ

ないと感じていた。ある日彼女は、屋敷の

大鏡から不思議な世界・秘密の裏庭に迷

い込む。そこには、幻の王女を捜す冒険

の旅が待っていた。

深い傷を負いつつ旅する果てに見つけ

たものとは？傷を育み成長する少女と家

族、屋敷に関わる人々の物語。

旧刊案内

『 裏庭 』 梨木 香歩／著 （理論社）

『 グリーン・ノウの子どもたち 』

ルーシー・Ｍ・ボストン／作 （評論社）

ピーター・ボストン／絵 亀井 俊介／訳
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